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   ＜あらまし＞ 本稿では，教師が授業で情報端末を効果的に活用することを目的とした支援システ

ムを提案する．提案するシステムは，現状の問題点やユーザニーズからシステムの要件を検討し，授業

事例を系統的に提示する機能及び類似の授業事例が自動的にリコメンドされる機能等を備える．プロ

トタイプへの形成的評価の結果，小学校教師から提案システムに肯定的な回答を得た． 

 

    ＜キーワード＞  小学校教師，教育の情報化，１人１台の情報端末，授業設計，SAMR モデル 
 
１．はじめに 

 児童生徒１人１台の情報端末の整備が全国で

進められている．今後，１人１台の情報端末を活

用した授業は学校現場のスタンダードとなって

いくことが予想される．堀田（2020）は，１人１

台の情報端末の環境下で行われる授業実践は，教

師の力量などによって大きく左右されるとして

おり，情報端末を効果的に活用した授業を実践で

きる教師の育成は喫緊の課題となっている． 

 しかしながら，現状，１人１台の情報端末を効

果的に活用した授業を教師が設計していくこと

は容易なことではない．この一因として，三井ほ

か（2020）は，現状の授業事例の多くが１〜２単

位時間の実践を切り取ったものであり，情報端末

の活用が系統立てて示されていないことに起因

するとしている．これでは，取り組みやすい実践

からスタートした教師が次にどの段階を目指し

て実践を行えばよいのかがわかりにくい．また，

やや発展的な実践に取り組もとうと思った教師

が，参照した授業事例では前段階でどのような実

践を行っているのかが把握しにくい． 

 そこで本稿では，SAMR モデル（Puentedura 2006）

に基づき，情報端末を活用した授業事例を系統的

に配置し，教師が情報端末を活用した授業を設計

しやすくするための支援システムを提案する． 

２．現状の問題点・ユーザニーズの分析

と支援システムの機能要件 

１節で述べたとおり，教師が授業で情報端末を

効果的に活用するためには，次の問題点を解決す

る必要がある． 

① 情報端末を活用した既存の授業事例が系統 

立てて示されておらず，情報端末の活用の見 

通しが持ちにくい． 

② 教師は，自分の活用レベルがどの段階にある

のか，より発展させた授業事例が何であるか

が把握しにくい． 

また，システムの機能要件を定めるにあたり小

学校教師６名に聞き取り調査を実施したところ，

次の問題を解決する必要があることがわかった． 

③ 自分の活用レベルに応じた授業事例から学 

年，教科等，単元名などで横断的に実践を検 

索することができない． 

④ 自分の活用レベルに応じて類似した授業事 

例がどのようなものなのかが把握しにくい． 

⑤ 情報端末を活用した授業に関して，他校の教 

師と情報を共有したり，自らの実践をアップ 
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ロードして共有したりすることが難しい． 

そこで，問題点を解決するために，スマートフ

ォン用アプリケーションを開発することとし，機

能要件を検討した結果，次の機能の実装を目指す． 

（１）情報端末の活用を SAMR モデルに基づき段 

階的に系統立てて示す[問題点①②への対応] 

（２）活用レベルに応じた授業事例の中から，ユ 

ーザのニーズに応じて学年や教科等で検 

索できるようにする[問題点③への対応] 

（３）活用レベルに応じた類似の授業事例が自 

動的にリコメンドされる[問題点④への対応] 

（４）コメント機能を付けて教師同士の情報共有 

ができるようにする[問題点⑤への対応] 

（５）教師が自己の実践をアップロードして共有 

できるようにする[問題点⑤への対応] 

 

３．支援システムの概要 

提案する支援システムを「TMonline」（Teachers 

Media online）とし，プロトタイプの画面例を図

１に示す． 

TMonline の対象者は，校内に１人１台の情報

端末が整備され，授業に活用したいと考える小学

校教師である．また，スマートフォン等の情報端

末を日常的な使い方で支障なく操作できる程度

のリテラシーがあることを前提とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ プロトタイプの画面イメージ 

SAMR モデルに基づき段階別に示された授業事

例から実践したいと考える事例を１つ選択する

と，図１の画面に移動する．この画面では，選択

した事例をもとに，さらに発展的な授業事例や，

選択した事例を実践するための前段階となる事

例が系統立てて示される．また，選択した事例と

類似の事例がリコメンドされるため，別の教科等

にも情報端末の活用を応用しやすくなる．さらに，

それぞれの授業事例に対するコメント機能や情

報端末の活用全般に対する情報共有の機能を有

する． 

情報端末の活用に慣れてきた教師やすでに情

報端末の活用に長けている教師は，自らの授業実

践をアップロードして，授業事例の蓄積に貢献で

きるようにする．そして，キーワードを入力する

ことで授業事例を検索できるようにする． 

 

４．形成的評価（教師への聞き取り） 

 本開発に入る前に，ユーザニーズとの隔たりが

ないかを確認するために，プロトタイプを用いて

小学校教師５名に対する半構造化インタビュー

を実施した．その結果，「ここに示された事例を

実践していくことで，少しずつレベルアップして

いけそう」「情報端末を使ってどんな実践ができ

るかのヒントが得られるので便利だと思う」とい

った肯定的な回答を得た． 

 

５．まとめと今後の展望 

 本稿では，SAMR モデルに基づき，情報端末を活

用した授業事例を系統的に配置し，教師が情報端

末を活用した授業を設計しやすくするための支

援システムを提案した． 

 システムの完成後に，ユーザビリティの調査及

び TMonline が教師の授業設計に与える効果につ

いて検証する予定である． 
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